
資料５ 

環境省「平成 22 年度廃棄物系バイオマス次世代利用推進事業 報告書」の質問内容及び回答 

１．質問内容 

報告書のｐ502 に示されている下記の表 11.3-７において、委員から質問があり、この回答を

廃棄物研究財団から別紙１のような回答を得ました。質問事項とその回答の要約を表－１に示

します。また、CO2排出量の算出根拠を別紙 2、別紙 3 に示します。 

 

 

表－１質問事項と回答要約 

質問事項 別紙回答の要約

502

表11.3-7に示されている運転費の人件
費において、全量処理の場合の人件
費302,400千円/年とコンバインド処理
の287,896千円/年の内訳をご教示くだ
さい。

「平成19年度日本の廃棄物処理」より、
ごみ1ｔ当りの人件費より、200ｔ/日の規
模換算して、302,400(千円／年）として
いる。

502

同じ表11.3-7に示されている薬品費に
おいて、全量処理の場合の内訳費
44,576千円/年とコンバインド処理の
42,000千円/年の内訳をご教示くださ
い。

全量焼却の場合の薬品費は、メーカー
2社の見積の平均値796円/ｔから200ｔ/
日、280日稼動で算出。コンバインドの
場合もごみ焼却施設の2社の見積平均
値874円/ｔ、乾式メタン200円/ｔから焼
却施設158ｔ／日、乾式メタン施設規模
60ｔ／日で換算して算定している。

ー
コンバインドの場合のメタン発酵残さ
（液肥等）の水処理施設については、
考慮されているのですか。

乾式を前提に水処理施設は考慮して
いない。
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温室効果ガス（CO2排出量）の算出方法については、 

① エネルギー起源二酸化炭素（ごみ焼却施設） 

② 非エネルギー起源二酸化炭素（一般廃棄物の焼却） 

③ メタン（一般廃棄物の焼却） 

④ 一酸化二窒素（一般廃棄物の焼却） 

について、算出されたもので、コンバインド処理のほうが、CO2 の排出量が少ないのは、メ

タン発酵施設からの発電量の差によるものです。算出根拠は、別紙２、３参照。 

 

 

報告書に際しては、以下のようなコメントでした・ 

 

① 報告書の検討ケースは、あくまでもある条件下での比較を行ったもので、いろいろな条件下

では、結論が違ってくるのは、当然なのでそのことは理解して頂きたい。 

② 乾式メタンということで、水処理は検討していない。 

 

 

このコンバインド方式は以下のような課題と長所もあると考えられる。 

課題 

コンバインドの場合は、焼却炉からの蒸気利用による乾式メタンの投入装置の加温用に用い

ているが、施設が複雑になり、維持管理面でも留意を要する。また、焼却施設の点検補修時

の停止期間は、乾式メタンの施設で独自のボイラによる熱源が必要となり、その分建設費も

割高となる。 

 

長所 

この検討条件下では、温室効果ガスは、焼却炉の立ち上げ等で使う燃料分は炉の小さいコン

バインドのほうが少ないので、温室効果ガスのＣＯ２は少ない。 
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別紙１ 

平成 22 年度廃棄物系バイオマス次世代利活用推進事業報告書 p.502 の数値について 

 

人件費 

 単価 設定根拠 

ごみ焼却施設 5,400 円/ごみ t ・人件費÷（収集運搬量＋中間処理量＋最終処分量）

・中間処理量＝直接焼却量＋資源化等の中間処理量＋

直接資源化量 

（H19 年度日本の廃棄物処理） 

乾式メタン 

発酵施設 

2,917 円/ごみ t 2 人×3 交代×7,000 千円÷60t/日÷240 日 

（メーカー見積） 

 

 算式 

全量焼却 200t/日×5,400 円/t×280 日/年＝302,400 千円/年 

コンバインド （60t/日×2,917 円/t＋158t/日×5,400 円/t）÷200t/日＝5,141 円/t 

200t/日×5,141 円/t×280 日＝287,896 千円/年 

 

薬品費 

 単価 設定根拠 

ごみ焼却施設 

（全量焼却） 

796 円/ごみ t 排ガス、排水、飛灰処理に要する薬品類及び給水、油

脂類、その他（メーカー見積 2 社平均値） 

ごみ焼却施設 

（コンバインド） 

874 円/ごみ t 排ガス、排水、飛灰処理に要する薬品類及び給水、油

脂類、その他（メーカー見積 2 社平均値） 

乾式メタン 

発酵施設 

200 円/ごみ t 脱硫剤（メーカー見積） 

 

 算式 

全量焼却 200t/日×796 円/t×280 日/年＝44,576 千円/年 

コンバインド （60t/日×200 円/t＋158t/日×874 円/t）÷200t/日＝750 円/t 

200t/日×750 円/t×280 日＝42,000 千円/年 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 



別紙２ 
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別紙３ 
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